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１ 研究主題 

 

 

２ 研究の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の検証及び改善の手立て 

〇 思考類型カードや話型を活用することで、様々に思考を深め 

る方法があることを意識付けることができた。児童が協力して 

主体的に課題解決に向かうような授業展開や学び合いの場を工 

夫したり、思考の跡が残る板書を工夫したりすることで、話し 

合いの中で自分の考えを表現できる児童が増えてきた。 

● 学び合いの質を向上させるための具体的な手立てを今後も検 

討していきたい。 

１ 思考類型を活用した表現方法の工夫 

① 思考の型を習得するスキル学習 

   

 

 

 

 

 

 

② 思考類型カードと話型の活用 

 

 

 

 

 

 

２ ペアやグループでの学び合い 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

授業展開の工夫 対話的な学びつくり 

１ 課題設定の在り方、振り返りのさせ方 

①  問題解決的な授業展開 

 

 

 

 

② 学びの価値を感じられる課題設定  

 

 

 

 

 

③ 自分の変容に気付く振り返り 

 

 

 

 

２ 思考の跡が残る板書やノート作り 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・徳・体の調和のとれた子どもを育てる 

～思考力を育む対話的な学びつくり～ 

１ 学習規律の定着      ２ 仲間つくり            ３ 読書活動の充実 

 ・志度小スタンダード     ・シドリンピックやペア学年活動    ・読書週間の取り組み 
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授業での活用 
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チでの活用 

活用 

活動内容・形態・表現方法・発問の工夫 

対話的な学びを支える 
学習基盤の確立 

ことばあそびシート 

構造的な板書 

多様な形態で
の学び合い 

思考の深まりを

ホワイトボード

を使って可視化 


